
神奈川特集

　
神
奈
川
県
生
産
性
本
部
は
４
月
６
日
、
「
新
入
社
員
基
礎
実
務
コ
ー
ス
」
を
横
浜
市
内
で
開
催
し

た
。
当
日
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
第
１
部
「
産
業
界
労
使
ト
ッ
プ
講
話
」
と
第
２
部
「
基
礎
実
務

研
修
」
で
構
成
さ
れ
た
。
本
欄
で
は
、
第
１
部
「
産
業
界
労
使
ト
ッ
プ
講
話
」
に
お
け
る
野
村
高
男

・
同
本
部
会
長
（
鹿
島
建
設
副
社
長
執
行
役
員
横
浜
支
店
長
）
と
吉
坂
義
正
・
連
合
神
奈
川
会
長
の

講
演
要
旨
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

「基礎実務研修」の研修風景

　
私
は
、
１
９
７
５
年
施
工
系

社
員
と
し
て
鹿
島
建
設
に
入
社

し
、
４
月
７
日
に
い
き
な
り
現

場
に
配
属
さ
れ
た
。
静
岡
県
の

大
仁
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
い

う
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
現
場
だ
。

伊
豆
の
山
中
に
あ
る
の
で
、
社

員
と
多
数
の
職
人
で
現
場
の
宿

舎
に
寝
泊
り
し
た
。
右
も
左
も

わ
か
ら
ず
ほ
と
ん
ど
休
み
も
な

く
、
朝
早
く
か
ら
夜
ま
で
時
に

は
徹
夜
し
た
こ
と
も
あ
る
。
年

末
年
始
の
休
み
に
入
り
、
工
事

関
係
者
が
国
に
帰
る
こ
と
に
な

り
、
自
分
も
休
め
る
と
思
っ
た

ら
、
新
人
は
現
場
に
い
ろ
と
言

わ
れ
現
場
を
離
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。
�
度
近
い
熱
を
出
し
た
が

誰
も
助
け
て
く
れ
な
か
っ
た
。

と
て
も
無
理
だ
と
思
い
、
年
が

明
け
た
ら
辞
め
よ
う
と
思
っ
て

い
た
が
、
学
生
時
代
に
成
績
が

良
く
な
か
っ
た
の
に
当
社
に
入

社
で
き
た
こ
と
を
両
親
が
す
ご

く
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
し
ば
ら
く
は
こ
こ
で
働

く
こ
と
に
し
た
。
社
会
人
人
生

は
、
楽
し
い
こ
と
よ
り
も
厳
し

い
こ
と
の
方
が
多
い
。
そ
う
し

た
中
で
も
頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
。

■
日
本
経
済
の
現
状
は

　
私
が
神
奈
川
県
生
産
性
本
部

の
会
長
を
引
き
受
け
た
の
は
、

生
産
性
を
上
げ
な
い
と
日
本
経

済
は
沈
没
す
る
と
思
っ
た
か
ら

だ
。
企
業
価
値
を
表
す
「
時
価

総
額
」
で
は
、
１
９
８
９
年
に

は
、
上
位
�
社
中
７
社
が
日
本

企
業
だ
っ
た
。
２
０
１
９
年
で

は
、
�
位
に
よ
う
や
く
ト
ヨ
タ

自
動
車
が
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
。
経
済
の
規
模
を
示
す
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
、
１
９
９
６
年
時
点
で
は

日
本
は
米
国
に
迫
る
勢
い
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
日
本
は
ほ
ぼ

横
ば
い
で
、
２
０
２
０
年
時
点

で
は
、
米
国
は
日
本
の
４
・
２

倍
、
中
国
は
３
倍
に
な
っ
た
。

日
本
経
済
は
、
マ
ラ
ソ
ン
で
言

う
と
疲
労
困
憊
で
歩
い
て
い
る

状
況
だ
。国
家
予
算
で
見
る
と
、

２
０
２
２
年
度
一
般
会
計
予
算

で
は
、
歳
入
の
�
％
を
税
収
で

�
％
を
国
債
発
行
で
占
め
て
い

る
。
歳
出
と
税
収
の
差
は
、「ワ

ニ
の
口
」
と
称
さ
れ
、
コ
ロ
ナ

対
応
で
歳
出
が
激
増
し
税
収
不

足
を
借
金
（国
債
の
発
行
）で
穴

埋
め
し
て
い
る
状
況
だ
。
借
金

は
次
の
世
代
へ
の
負
担
と
な
り

日
本
は
借
金
し
な
い
と
立
ち
行

か
な
い
状
態
が
�
年
も
続
い
て

い
る
。
国
の
借
金
の
水
準
（
借

金
総
額
÷
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
、
主
要

先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
で
最
悪

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
２
・
５
倍
）で
、

「
世
界
経
済
の
リ
ス
ク
」は
「日

本
リ
ス
ク
」と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
財
政
健
全
化
の
た
め
に
は
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
増
加
さ
せ
歳
入
（
税

収
）を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
増
や
す
に
は
、
働
く

人
が
増
え
る
か
一
人
当
た
り
の

生
産
性
を
上
げ
る
か
だ
が
、
高

齢
化
が
進
む
中
で
は
難
し
い
。

日
本
の
高
齢
化
率
は
、
２
０
２

０
年
時
点
で
�
％
、
２
０
５
０

年
に
は
�
％
を
超
え
る
と
予
想

さ
れ
て
い
て
、
高
齢
化
で
社
会

保
障
費
は
増
大
す
る
。
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
一
人
当
た
り
労

働
生
産
性
も
主
要
先
進
７
カ
国

の
中
で
は
最
下
位
で
、
生
産
性

向
上
に
よ
る
歳
入
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
拡

大
の
サ
イ
ク
ル
（
生
産
性
向
上

に
よ
る
企
業
収
益
の
改
善
↓
従

業
員
へ
の
高
賃
金
の
支
払
い
↓

国
内
消
費
の
増
加
↓
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

拡
大
）
を
回
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。日
本
は
技
術
立
国
で
、

優
秀
な
人
材
が
多
い
と
い
う
幻

想
を
捨
て
る
こ
と
だ
。

■
生
産
性
向
上
に
向
け
て

　
日
本
の
低
い
労
働
生
産
性
の

課
題
と
そ
の
対
応
方
法
は
、
①

不
要
な
ス
ト
ッ
ク
・
価
格
競
争

に
よ
る
労
働
生
産
性
の
低
下

（
効
率
化
し
勤
勉
に
働
い
て
生

産
を
増
や
せ
ば
皆
が
幸
せ
に
な

る
と
い
う
旧
来
の
日
本
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
）
は
、
高
度

情
報
化
社
会
と
な
っ
た
現
代
で

は
す
で
に
限
界
で
、
こ
れ
か
ら

は
、
量
よ
り
は
質
、
価
格
で
は

な
く
多
様
な
付
加
価
値
に
応
え

る
こ
と
、
②
無
駄
の
多
い
働
き

方
（
書
類
捺
印
と
書
面
が
必
須

の
事
務
処
理
、
定
例
会
議
な
ど

生
産
性
に
関
係
な
い
「
ル
ー
ル

に
則
す
る
こ
と
」
が
目
的
に
な

っ
て
い
る
働
き
方
）
は
、
会
社

の
風
土
を
す
べ
て
是
と
せ
ず
、

無
駄
を
見
つ
け
改
善
す
る
こ
と

を
心
が
け
る
こ
と
、
③
過
剰
品

質
・
過
度
の
サ
ー
ビ
ス
（
目
に

見
え
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
と

す
る
風
潮
）
は
、
生
産
性
の
低

下
を
も
た
ら
す
。
過
度
な
品
質

を
見
直
し
廉
価
版
を
考
え
る
、

開
発
は
完
全
で
は
な
く
拙
速
を

旨
と
す
る
こ
と
、
目
に
見
え
な

い
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
有
料
化

さ
せ
る
仕
組
み
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
だ
。

　
生
産
性
向
上
に
は
、
技
術
の

進
歩
や
生
産
の
効
率
化
で
の

「
根
本
的
な
成
長
」が
必
要
で
、

単
に
新
し
い
も
の
を
つ
く
る

「
技
術
革
新
」
だ
け
で
な
く
、

新
し
い
考
え
方
や
新
技
術
に
よ

っ
て
、
今
ま
で
に
な
い
全
く
新

し
い
価
値
の
創
造
＝
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要

だ
。
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」は
、

生
産
性
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
飛
躍
的
に

向
上
さ
せ
る
要
因
と
な
る
。

■
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ

る
人
材
に

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ

る
人
材
は
、
気
づ
く
力
（
他
の

人
が
見
逃
が
し
て
し
ま
う
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
ア
イ
デ
ア
や
気

づ
き
を
得
る
能
力
）
、
挑
戦
す

る
力
（失
敗
を
恐
れ
ず
実
行
し
、

失
敗
か
ら
学
び
課
題
を
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
能
力
）
、
お
か

し
い
と
思
う
力
（
当
然
と
思
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
持

ち
、
問
題
点
を
見
い
だ
し
て
改

善
へ
の
行
動
を
と
る
能
力
）
、

人
と
つ
な
が
る
力
（
周
囲
の
人

と
積
極
的
に
交
流
し
て
多
様
な

情
報
や
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出

し
、協
力
者
を
増
や
せ
る
能
力
）

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
前
例
が

な
い
、
他
社
が
や
ら
な
い
、
だ

か
ら
や
ら
な
い
と
い
う
思
考
停

止
に
陥
ら
ず
に
、
ど
う
や
っ
た

ら
や
れ
る
か
を
考
え
、
や
り
な

が
ら
修
正
し
て
い
く
こ
と
だ
。

「
出
る
杭
は
打
つ
」
と
い
う
旧

来
の
企
業
風
土
に
負
け
る
こ
と

な
く
、
創
造
性
を
持
っ
た
突
出

し
た
人
材
を
目
指
す
こ

と
だ
。

■
先
輩
と
し
て
伝
え
た

い
こ
と

　
学
生
時
代
と
大
き
く

環
境
が
変
わ
る
。
忙
し

く
な
り
、
長
期
休
暇
は

な
か
な
か
取
れ
な
く
な

る
の
で
新
し
い
自
分
の

ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
。

自
分
で
は
選
べ
な
い
人

間
関
係
の
中
で
働
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
い

や
な
人
間
関
係
（上
司
、

先
輩
、
お
客
様
）
は
時
間
と
と

も
に
変
わ
っ
て
い
く
。
永
遠
で

は
な
い
の
で
我
慢
す
る
こ
と
。

心
の
持
ち
方
は
、
人
と
比
較
し

て
一
喜
一
憂
し
な
い
こ
と
。「人

は
人
　
吾
は
吾
な
り
　
と
に
か

く
に
　
吾
が
行
く
道
を
　
吾
は

行
く
な
り
」
（
哲
学
者
・
西
田

幾
太
郎
）
。
良
い
こ
と
も
辛
い

こ
と
も
、
一
度
き
り
の
人
生
と

し
て
味
わ
う
。

　
「
憂
き
こ
と
の
　
な
お
こ
の

上
に
積
も
れ
か
し
　
限
り
あ
る

身
の
力
た
め
さ
ん
」
（陽
明
学
者

・
熊
沢
蕃
山
）
。
生
活
態
度
が

素
直
な
人
ほ
ど
成
長
が
速
い
。

部
下
や
上
司
な
ど
人
の
話
を
素

直
に
聞
き
、自
分
の
糧
と
す
る
。

悪
い
会
話
（
上
司
や
会
社
の
悪

口
、家
庭
の
事
情
な
ど
の
愚
痴
）

に
は
加
わ
ら
な
い
。
自
分
の
仕

事
を
見
つ
め
て
働
く
こ
と
が
重

要
だ
。

　
日
本
経
済
を
再
生
で
き
る
圧

倒
的
な
生
産
性
向
上
を
起
こ
せ

る
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
心

身
の
健
康
に
留
意
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
長
い
社
会
人
生
活
を
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。
心
の
不
調
は

な
か
な
か
治
ら
な
い
。
危
な
い

と
思
っ
た
ら
そ
の
仕
事
か
ら
一

時
避
難
す
る
こ
と
も
必
要
で
元

気
に
な
っ
た
ら
戻
れ
ば
よ
い
。
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